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 要 旨   
 視床下部室傍核のガラニン（GAL）というオレキシンペプチドは高脂肪食に加え、エタ

ノール摂取を刺激する役割を持っている。GAL 遺伝子を大量発現させた変異マウスでこの

ことについてさらに調べた。マウスに餌と水を与えて、3-15％にエタノール濃度を上昇さ

せて自発的にエタノールを飲むように訓練した。野生型と比べて、GAL を大量発現させた

GALOE マウスでは、メスではなくオスでのみ、エタノール摂取と嗜好性が 35-40%増加し、

エタノールの嗜好性がエタノール濃度 15％で有意に高かった。1 日絶食後にエタノール摂

取と嗜好性を調べたところ、GALOE マウスのオスでのみ、エタノール摂取と嗜好性が

60-75%有意に増加した。シュークロースやキニンの摂取量は両者で変化がなかった。2 時

間の食餌性脂肪摂取試験中、オスとメスの GALOE マウスで高脂肪食の 55％の摂取増加が

見られた。以上の GAL 遺伝子の大量発現によるデータより、高脂肪食と同様、エタノール

摂取を刺激するガラニンペプチドの生理的役割が示された。行動表現型に見られた性差に

ついては消費行動の刺激におけるGALと生殖ホルモンとの機能的関連を反映していると思

われる。 
 
 
 
 
 
 

 




